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令和５年度「翠松祭」 
 １１月１（水）「翠松祭」を開催しました。一般の観覧
は人数を家族で限定しましたが、体育館のワンフロ
アーで全学年が集合する形で実施しました。テーマ
は「ENJOY～今しかできない青春を～」。コロナ禍
を経て、生徒がクラスの催しに関わり、活躍し、それ
ぞれ輝けるようにメッセージが込められました。 
開祭式のあと一般公開として清田先生の箏曲披

露とダンス部とのコラボレーション、生徒会の演劇、
ダンス部による演舞、生徒会主催のストラックアウト、
７月大宮駅の阿賀野産直市で販売した「はちみつレ
モンヨーグルトプリン・マンゴープリン」も再販され、
お昼はキッチンカーも来校して閉祭式ではお楽しみ
抽選などが行われ盛り上がりました。 

  
＜清田先生の演奏とダンスコラボ＞＜ダンスパフォーマンス＞ 

   
＜1年森のカフェ＞ ＜フォトスポット＞ ＜キッキングスナイパー＞ 

 ９月の初旬からクラス企画を考え、クラスを超え

て学年で事前準備しながら仲間と話あい、助け合

い、飾り付けや前売りチケットの販売など、「翠松

祭」を成功させようと東奔西走する姿に生徒の成

長を見ることができました。 

    

＜３年造花販売＞ ＜コロッケ・アイス販売＞ ＜キッチンカー＞ 

      
＜２年フォトスポット＞  ＜型抜き＞   ＜たこ焼き販売＞ 

   

＜お楽しみ抽選会＞ ＜２年修学旅行＞ ＜体育祭の軌跡＞ 

【企画賞】最優秀賞は「ダンス部」となりました。 

生徒たちの思いが詰まった今年の阿賀野高校「翠

松祭」は次年度に活かせるものとなりました。 

阿賀野産業フェア参加 
１０月１５日（日）に３年生の有志の生徒が阿賀野産

業フェアに参加して生徒が開発した「はちみつレモ
ンヨーグルトプリン」の販売をしてきました。当日は
阿賀野市の物産品を販売する地元のお店が「道の
駅あがの」で商品を道行く人に売り込みました。当
日はあいにくの雨模様でしたが、生徒は積極的に
販売し、午後３時ごろには用意した約 200 個全て完
売しました。自分たちで考案・販売することを実体
験できて生徒も喜びひとしおでした。 

 
<販売する生徒たち>  ＜これぞ、はちみつレモンヨーグルプリン＞  

人権教育、同和教育講演会 
  １０月２０日（金）の５，６限に「姿無き挑戦者」と題し
て、三重県伊賀市役所地域連携部・大山田支所から
川極 悟 様をお迎えして御講演いただきました。毎
年下越北地区の高校が合同で講師をお招きして地
区の学校を巡回して意識啓発をするものです。素
敵な女性との出会いが保護者の理解ない態度で崩
壊し、学生時代、仲間への配慮のない発言をした悔
恨や多くの挫折から生きる喜びを学んで欲しいと
メッセージをいただきました。 

   
＜生徒から感謝の言葉＞  ＜熱く語る伝える川極氏＞   

生徒会役員選挙 

  １１月１６日（木）に立会演説会を行い、令和６年度生徒

会役員選挙が行われました。１１月６日の選挙公示から

立候補者の発表、そして投票が行われ、生徒会長に渡

邊柚奈さん、副会長に長澤真衣さん、おなじく副会長

に遠山百花さんが選任そして信任されました。 

  

 ＜候補者の演説＞ ＜演説を精査＞  

令和５年度 新潟県立阿賀野高等学校 第８号 

～青き稜線～ プラス「校長のひとり言」 

 

 

＜校長のひとり言＞ 立冬となり、酷暑だった今年の９月、１０月が過ぎて、慌てて木々たちが紅葉し、見る者の心

に季節を感じさせ、心を穏やかにさせています。四季折々の自然美を堪能できる阿賀野高校の生徒は幸せです。 


